







その他のタイトル Japanese Language Learners' Listening Ability





























調査を行った。   
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本稿では，この調査の結果を資料として．日本語学習者に特に国難であると  
考えられている清濁，促音．長音．撥音の聴き取りについて分析することにす  
る。   
2．調査方法   
文部省科学研究費補助金重点領域研究「日本語音声における韻律的特徴の実  




















ある。   
調査は，1週間に1国表1の上から順番に1地点ずつ「方言桃太郎」を聞い  
て書き取る方法で行った。被調査者は筑波大学大学院地域研究研究科の学生で，  
中国9名，韓国4名，台湾2名，ブラジル1名の16名である。欠席者があった   











していない。   
表1「方言桃太郎」の収録地点  
および話者情報  
収 轟 地 点  性別  年齢   
北海道名寄市   男  62   
青森県五所川原市   男  68   
山形県東副】l郭三川町  男  77   
宮城県気仙沼市   男  6f；   
宮山県東砺波郡上平村  女  65   
静岡市   男  75   
静岡県浜松市   男  62   
愛知県名古屋市   女  76   
京都市   男  83   
大阪市   男  78   
奈良県生駒郡敷鳩町  男  70   
岡山市   男  7〔I   
島振県松江市   男  73   
山口而   女  72   
福岡市   男  70   
鹿児島市   男  73   








ベルの学習者でも難しかったようである。   
本稿では，日本語学習上の困難点である清濁．長音，促音，撥音が含まれ，  
かつ文法的要素は含まれていない「ドンブラコ・ドンプラコト」に相当する部  








形態が見られる。しかし，異なるとは言っても12の形が全くばらばらなのでは   









なっているのである。   
表2「ドンプラコ・ドンプラコト」  
の地点別発声形礫  
地  点   発  声  形  態   
気仙沼市  ドンプラコーtドンプラコト   
京 都 市  ドンブテコー・ドンプラコト   
大 阪 市  ドンプラコー■ドンプラコト   
山 口 市  ドンプラコー■ドンプラコート   
松 江 市  ドンブラコ ・ドンプラコト   
岡 山 市  ドンプラ  ・ドンブラ   
鹿児島市  ドンプラッコ・ドンプラッコチ   
上 平 村  ドンプ1」コー・ドンプリコト   
斑 鳩 町  ドンプリコー・ドンブリコト   
名古臣市  ドンブリコーtドンプリコート   
浜 松 市  ドンプリコ・ドンブリコッコト   
福 岡 市  ドンプリッコ・ドンプリコテ   
五所川原市  デッタランダ   
三 川 町  ドプン・ドブンテ   
静 岡‘市  プカーン■ プカン   
4．調査結果   
孔1「ドンブラコ・ドンプラコ  







「形態数」は被調査者が聴き取った形態の異なり数を示す。   
まず，表3の被調査者数と正聴数（％）から，共通語の「ドンプラコ・ドン  










15人中13人が正しく聴き取った岡山市の3と，15人中10人が正しく聴き取っ   
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蓑3「ドンプラコ・ドンプラコト」の地点別発声形態と調査結果  
地   点   
被調査  
発 声 形 態  者数   （％）  形態敷   
気 仙 沼 市  ドンプラコー・ドンプラコト  14   0   12   
京 都 市  ドンプラコー・ドンプラコト  9   
大：阪 市  ドンプラコー・ドンプラコト  D   7   
山  口 市  ドンプラコー・ドンプラコート  16   2（12．5％）   4   
松 江 市  ドンブラコ・ドンプラコト  15   10（66．7ヲ射   6   
岡 山 市  ドンブラ・ドンプラ   15   13（畠6．7％）   3   
鹿 児 島 市  ドンブラッコ・ドンブラッコチ  16   0   7   
上 平 村  ドンプリコー・ドンプリコト  15   0   6   
斑 鳩 町  ドンプリコー・ドンブリコト  15   0   7   
名 古 屋 市  ドンプリコー・ドンブリコート  15   1（6．7％）   5   
浜 松 市  ドンプリコ▲ドンブリコッコト  15   0   10   
福 岡 市  ドンプリッコ・ドンブリコテ  14   0   B   
五所川原市  デッダランダ   13   1（7．7％）   13   
≡ 川 町  ドプン・ドプンテ   14   0   9   
静 岡 市  プカーン・7pカン   15   0   6  
221   27（12．2ヲ引  112   
た校江市の6というのは，正しくない形態が岡山市で2種類，松江市で5種煩  
ということになり，これは正しく聴き取れなかった被調査者は全員異なる形態  
で聴き取ったということである。   
異なり形麿数が多いのは五所川原市の13，■気仙沼市の1乙 浜松市の1Dである。  
五所川原市は硬調査者が13人なので．正しい1人を含んで全員がそれぞれ異な  





同じ誤聴をしているわけである。   
4．2 拍単位の聴き取り  
「ドンプラコ・ドンプラコト」を一つの単位として見ると，蓑3に示された   




で，同じ誤聴をした被調査者が2人以下ということである。   
日本語学習者の誤りには，ある程度共通性や慣向性が見られるものであるが．  
この調査結果からはぼらばらの誤りのように見える。しかし1粕ずつ観察する  
と，ほとんど誤りの無い軸，誤っているがその誤り方がほとんど同じ軌 誤っ  
ていてその誤り方がまちまちの拍などの違いが見られる。そこで．以下，清濁，  
長音．促音．撥音という観点から．拍ごとに見ていくことにする。   




表4 濁音・清音・半濁音の聴き取り  
発 声  発声位置  被調査者敷  正聴数  誤聴数（％〕   誤   聴  音   
ド  前 項  193   174   19（9．8％）  ト（19）   
ド  後 項  1P3   172   21（10．9ヲ≦）  ト（20）   
プ  前 項  193   183   10（5．2ヲ引  グ（4） フ（3） プ（2）   
プ  後 項  193   1日2   11（5．7％）  ダ（4） フ（3）プ（2）   
7‾  13   8   5（38．5％〕  テ（2）   
ダ  13   9   4（30．8％）  タ（3）   
＝コ  前 項  164   157   7（4．3ヲ射  ゴ（4）無し（2）   
二F  後 項  164   149   15（g．1ヲ射  ゴ（6）コー（9）   
（コッ）コ  後 項   15   6   9（60．8％）  無し（9）   
力  前 項   15   12   3（20．0ヲ忘）  ガ（3）   
力  後 項   15   12   3（20．0％）  ガ（3）   
タ  13   12   1（7．7％）  
′1・′ト  後 項  134   110   24（17，9％）  無L（21）   
～テ  後 項   28   13   15（53．6ヲ引  ト（5）デ（4）   
プ  前 項   15   4   11（73．3％）  プ（11）   
プ  後 項   15   4   11（73．3％）  ブ（11）  












聴き取れていないということを表す。   




















が3である。   
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「タ」は五所川原市の「デッ旦ランダ」だけで，誤りは1人だけである。   
助詞の「ト」は134人中24人（17．9％）が誤り．そのうち21人が聞き落とし  
である。また．助詞の「テ」は28人中15人（53．6％）が誤り．そのうち5人が  
rト」，4人が「デ」と聴き取っている。   
4．2．1．3 半茄昔  
「ブ」は静岡市の「ヱカーン・∠カン」だけであるが，前項後項とも15人中  
誤まって聴き取ったのは11人（73．3％）で．全員「ブ」と聴き取っている。   




表5 長音の聴 き 取 り  
発 声  発声位置  被調査者数  正聴数  誤聴数（％）   誤  聴  音   
＝l－  前 項  104   14   90（86．5％）  コ（87）ゴ（2）   
＝才一一   後 項   31   3   28（90．3％）  コ（28）   
カー  前 項   15   0   15（100％）  カ（15）  
長音の聴き取り調査の結果に共通しているのは，誤聴率が高いこと，誤りの  
ほとんどが短い昔に聴き取っていることである。   
4．2．3 促音の聴書取り   





表6 促音の聴き取 り  
発 声  発声位置  夜調査者数  正聴敷  誤聴敦（％）   誤  聴  音   
フッコ  前 項  16   0   16（100％）  ラコ（16）   
フッコ  後 項   16   0   16（100％）  ラコ〔16〕   
リッコ  前 項   14   4   1D（71．j懐石）  リコ〔10）   
コッコ  後 項  15   0   15（100％）  コ（9）ココ（3）   









と促音を撫昔に聴いている。   
4．2．4 撥音の萄き取り   
蓑2に示した発声データの中で損音は全地点の発声に含まれているが，その  
聴き取り結果をまとめると，衷7のようになる。  
衰7 撫育の聴き取 り  
発 声  発声位置  被調査者数  正葡数  誤聴数（％）   誤 聴 音   
ン   前 項  208   204   4（1．9％）  無し（2）   
204   4（1．9％）  無し（2）   
ン  13   2（15．4％）  無し（2）  
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前項の撥音も後項の擬音も誤聴率は1．9％と低く．ほとんどが擬音を正しく  
聴き取っている。「デッタラ∠ダ」の撥音も13人中誤聴は2人（15．4％）で，  
「デッダランダ」の他の軸の「デ」や促音や「ダ」に比べて誤聴率は低い。   
4．2．5 特殊拍の挿入   
被調査者の聴き取りの中には，発声資料には無い長音や擬音や促音の挿入が  
見られる。それをまとめると，衰8のようになる。  
衰8 特殊拍の挿入  
発 声  発声位置  祝詞査老数  拍挿入形態  粕挿入形態数   
前 項  164   コー   1（0．6％）   
：コ   後 項  164   ＝Ⅰ－   9（5．5％）   
プラ  前 項  105   アンフ   1（0．9％）   
ラコ  前 項   74   フッコ   3（4．1％）   
テコ  後 項   74   フッコ   3（4．1ヲ封   
リコ  前 項   60   リッコ   1（1．7％）   
リコ  後 項   74   リッコ   4（5．4％）   
ンテ   後 項   14   ンッテ   4（28．6％）   
コチ  後 項   16   コッチ   5（31．2％）   
コテ  後 項   14   コッ7‾   6（42．9％）  
長音の挿入は「コ」の後のみで．前項より後項で見られる。後項の「コ」が  
「コー」という聴き取りになっているのは，すべて前項が「コー」と長音にな  
っている場合である。   
撥音の挿入は松江市の1例のみである。   
促音の挿入も長音の場合と同様に．前項より後項で見られる。日立つのは，  
「ドプン・ドプンテ」， 「ドンプリッコ・ドンプリコテ」， 「ドンプラッコ・ドン  
ブラッコチ」の助詞の「テ」または「チ」の前に促音の挿入が多いということ  
である。  
5．考  察  
5．1「ドンブラコ・ドンプラコト」の聴音取りについて  
表3に示された「ドンブラコ・ドンプラコト」に相当する部分の聴き取りで，   
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正聴率の高い地点と低い地点の発声形態について見てみたい。   
正聴率が高いのは2地点で，岡山市の「ドンプラ・ドンプラ」と松江市の  
「ドンブラコ・ドンプラコト」であるが，この2つに共通するのは，助詞の「ト」  













んだ項の正聴率が低く，含まない項の正聴率が高いのは当然のことである。   
正聴率0％の地点のうち三川町だけは「ドプン・ドブンテ」という形態でナ  
上の説明が当てはまらない。データを見ると，ここでは清濁の誤りが多く見ら  
れる。   
次に，全員が異なる形態に聴き取った五所川原市と，異なり形態数が多い気  
仙沼市と浜松市，それとは道に比較的異なり形態数の少ない山口市と名古屋市  









かと考えられる。   
逆に，山口市の「ドンプラコー・ドンプラコート」と名古屋市の「ドンプリ   
堀 口 純 子  朗  
コー・ドンプリコート」は前項と後項が同じであるため．誤った聴き取りをし  
たにしても，「ドンブリコ・ドンブリコト」のように前項と後項を同じように  
誤る者が多く，そのため異なり形態数が少ないのだろう。   
5．2 拍単位の聴き取りについて   





ンテ」， 「ドンプリッコ・ドンプリコテ」， 「ドンプラッコ■ドンブラッコチ」の  
最後の助詞の「テ」または「チ」の前であることから考えると．類似の形態の  
前項と後項が同じイントネーションで繰り返された後助詞が続くそのわずかな  


















れる傾向である（8】。   
撥音については，聞き落としがわずかに見られるが．ほとんど問題なく聴き  
取れたといってよいだろう。しかし，これは今回のデータでは「ン」に続くの   
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が「プ」「ド」「テ」「ブ」に限られていて擬音の発音や聴き取りが問題になる  
ような環境での発声がなかったからで．このデータだけで撥音の聴き取りには  
















い。   
2）「ドンプラコ・ドンプラコト」のト」の前と後のように1相違い程度  
の類似の形態が同じイントネ←ションで繰り返されると，両方を同じ形態  
に聴き取りやすい。   
3）特殊拍の聴き取りで問題があるのは促音と長音で，どちらもその拍を聴  
き取れないという誤りが目立つ。   
4）促音や長音が無いのにあるような聴き取りをすることがあるが，これは  
かなり限られた環境のみに見られる。   
5）今回のデータに関する限り，撥音の聴き取りには問題がない。   
6）半滞音の「ブ」を被調査者の73％が「ブ」と聴き取っている。   
7）清音と濁音の聞き分けにはあまり問題がない。   
ここで明らかになったことは，5）と7）を除けば共通語学習に見られる懐向  
と大差ない。5）と7）も非常に限られたデ…タによるものであるから，これだ   















保存と利用に関する研究」（代表 板橋秀一）によって行われている。  
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